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い
な
む
ら
和
美
さ
ん
を
激
励

異
例
の
知
事
選
が
ス
タ
ー
ト

雨
中
の
市
民
集
会
に
１
５
０
人

新
聞
協
会
は

10
月
15
日
か
ら

21
日
ま
で
の
１

週
間
を
「
新
聞

週
間
」
と
定
め

て
い
る
。
報
道

の
使
命
と
責
任
に
つ
い
て
広

く
理
解
を
求
め
る
機
会
と
す

る
た
め
だ
▼
新
聞
記
事
に
よ

る
と
、
新
聞
発
祥
の
地
で
あ

る
横
浜
市
に
日
本
新
聞
博
物

館
「
ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
」
が

あ
る
そ
う
で
、
ネ
ッ
ト
で
検

索
し
て
み
た
。
館
長
は
大
学

で
憲
法
を
専
攻
し
て
い
た
尾

高
泉
さ
ん
、
女
性
で
あ
る
。

民
主
主
義
の
維
持
に
は
報
道

の
自
由
を
守
る
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
、
特
定
の
新
聞
社

で
は
な
く
新
聞
協
会
に
就
職

し
た
そ
う
だ
▼
今
、
購
読
料

の
値
上
げ
や
ネ
ッ
ト
社
会
へ

と
変
化
す
る
な
か
で
読
者
は

減
り
、
新
聞
に
触
れ
る
こ
と

の
な
い
子
ど
も
た
ち
も
少
な

く
な
い
。
館
で
は
全
国
１
２

０
紙
の
新
聞
を
使
っ
て
様
々

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開

し
、
若
者
へ
の
新
聞
Ｐ
Ｒ
や

教
育
事
業
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
新
聞
を
活
用
し

た
教
育
実
践
の
中
に
、
神
戸

市
立
鶴
甲
小
学
校
の
「
平
和

学
習
」
の
取
り
組
み
も
あ
っ

た
▼
ネ
ッ
ト
で
は
膨
大
な

ニ
ュ
ー
ス
が
駆
け
巡
り
、
調

べ
た
い
こ
と
を
知
る
に
は

手
っ
取
り
早
い
が
、
や
っ
ぱ

り
新
聞
だ
。
ま
ず
１
面
見
出

し
が
目
に
入
る
。
め
く
る
と

国
政
、
世
界
の
動
き
。
身
近

な
地
域
版
も
知
っ
て
お
き
た

い
。
読
者
の
投
稿
に
も
頷
く
。

時
に
は
切
り
抜
き
を
し
て
保

存
も
す
る
。
一
日
の
始
ま
り

に
必
須
な
物
だ
▼
本
紙
も
商

業
紙
に
は
無
い
大
事
な
情
報

の
発
信
に
努
め
て
い
る
。

出発式で訴えるいなむら和美さん＝10月31日

いなむら和美さんを応援しよと９人の呼びかけ人で
「勝手連」的に開かれた市民集会＝10月29日、神戸市

止
符
を
」
と
の
強
い
思
い
か

ら
第
一
声
を
県
庁
前
で
あ
げ

対話と信頼で新しい兵庫を
いなむら和美さん力強く訴え

自
身
の
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
な
ど
の
内
部
告
発
文
書
問
題
で
全
会
一
致
で
不
信
任
決
議
が
可

決
さ
れ
、
知
事
が
失
職
す
る
と
い
う
異
例
の
事
態
に
伴
う
兵
庫
県
知
事
選
は
10
月
31
日
告

示
さ
れ
、
17
日
間
の
選
挙
戦
が
始
ま
っ
た
。
今
回
の
知
事
選
の
焦
点
は
、
何
よ
り
も
前
知

事
の
問
題
で
混
乱
し
停
滞
し
た
県
政
を
立
て
直
し
、
県
民
に
と
っ
て
は
暮
し
や
す
い
県
政

を
、
職
員
に
と
っ
て
は
働
き
や
す
い
環
境
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
だ
が
、
知
事

選
に
は
再
選
を
は
か
る
前
職
ら
７
人
が
立
候
補
。
新
社
会
党
兵
庫
県
本
部
は
、
県
政
の
立

て
直
し
の
た
め
に
と
多
方
面
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
立
候
補
を
決
断
し
た
前
尼
崎
市
長
の

い
な
む
ら
和
美
さ
ん
を
「
勝
手
連
」
的
に
支
援
し
て
い
る
。

全国から地域ユニオンのたたかいと活動を持ち
寄り熱心に交流した第36回全国交流集会＝10月
５日、大阪市・エルおおさか

井
坂
信
彦
さ
ん

桜
井
周
さ
ん

岡
田 

悟
さ
ん

橋
本
慧
悟
さ
ん

第50回総選挙

自
民
大
敗 

自
公
過
半
数
割
れ

改
憲
勢
力
は
３
分
の
２
以
下
に

い
な
む
ら
和
美
さ
ん
は

「
県
政
の
混
乱
と
停
滞
に
終

た
あ
と
、
出
発
式
は
事
務
所

近
く
の
阪
急
三
宮
駅
の
北
側

で
行
っ
た
。
出
発
式
に
は
党

派
を
超
え
て
国
会
議
員
、
県

会
議
員
、
市
長
ら
を
は
じ
め
、

支
持
す
る
団
体
の
関
係
者
や

市
民
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
応

援
に
か
け
つ
け
、
応
援
の
輪

の
広
が
り
を
示
し
た
。

熱
い
応
援
エ
ー
ル
を
受
け
、

い
な
む
ら
和
美
さ
ん
は
力
強

く
決
意
と
公
約
を
訴
え
た
。

「
今
こ
そ
、
県
政
の
混
乱
に

終
止
符
を
打
ち
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
新
し
い
兵
庫
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
。
皆
さ
ん
と

共
に
つ
く
り
た
い
の
は
、
県

民
の
声
が
届
く
風
通
し
の
よ

　

そ
の
他
で
は
、
維
新
は
大

阪
の
19
小
選
挙
区
で
は
全
勝

し
た
も
の
の
議
席
を
減
ら
し
、

共
産
党
も
議
席
を
減
ら
し
た
。

新
社
会
党
が
比
例
区
で
支
援

し
た
社
民
党
は
１
議
席
は
維

持
し
た
が
、
得
票
率
も
下
げ
、

知
事
選
の
告
示
日
を
２
日

後
に
控
え
た
10
月
29
日
夜
、

「
と
も
に
新
し
い
兵
庫
を　

市
民
の
つ
ど
い
」
が
神
戸
市

内
で
開
か
れ
、
雨
の
中
、
約

１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

「
県
政
の
混
乱
に
終
止
符
を

打
つ
」
と
立
ち
上
が
っ
た
い

な
む
ら
和
美
さ
ん
を
応
援
し

よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
。 

集
会
は
呼
び
か
け
人
の
一

人
、
丸
山
裕
子
さ
ん
（
ア
イ

女
性
会
議
ひ
ょ
う
ご
）
の
司

会
で
ス
タ
ー
ト
。
他
の
日
程

の
都
合
で
集
会
の
冒
頭
で
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
い
な
む
ら

和
美
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん
の
応

援
を
得
て
、
県
民
と
の
対
話

と
信
頼
で
新
し
い
兵
庫
の
実

10
月
15
日
公
示
、
27
日
投
開
票
で
行
わ
れ
た
第
50
回
衆
院
選
は
、
自
民
党
派
閥
の
裏

金
問
題
な
ど
へ
の
有
権
者
の
怒
り
は
大
き
く
、
自
民
党
は
大
敗
し
、
自
公
の
与
党
は
過

半
数
（
２
３
３
）
を
大
き
く
割
り
込
む
結
果
と
な
っ
た
。
裏
金
問
題
に
関
与
し
非
公
認

に
な
っ
た
議
員
を
取
り
込
ん
で
も
過
半
数
に
は
達
せ
ず
、
連
立
政
権
の
枠
組
み
さ
え
見

通
せ
な
い
状
況
が
つ
く
ら
れ
た
。
一
方
、
自
民
党
へ
の
怒
り
の
受
け
皿
と
な
っ
た
立
憲

民
主
党
や
国
民
民
主
党
は
大
幅
に
議
席
を
増
や
し
た
。
投
票
率
は
53
・
84
％
だ
っ
た
。

議
席
増
は
な
ら
な
か
っ
た
。

議
席
を
増
や
し
た
の
は
、
れ

い
わ
新
選
組
と
参
政
党
で
、

日
本
保
守
党
は
新
た
に
国
会

議
席
を
獲
得
し
た
。

　

た
だ
、
自
民
、
公
明
、
維

新
、
国
民
、
参
政
、
保
守
を

改
憲
勢
力
と
し
て
括
っ
て
み

て
も
３
分
の
２
に
は
達
せ
ず
、

手
放
し
で
は
喜
べ
な
い
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
改
憲
発
議
は

で
き
な
い
状
況
も
生
ま
れ
た
。

石
破
政
権
が
維
持
で
き
る
か

ど
う
か
も
見
通
せ
な
い
な
か

で
、
今
後
の
政
治
動
向
は
複

雑
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
「
保
守
化
」
傾
向
を
強

め
る
野
田
執
行
部
が
率
い
る

立
憲
民
主
党
の
今
後
の
政
治

的
路
線
だ
。
安
保
・
改
憲
問

題
に
大
き
く
関
わ
る
。

【
推
薦
候
補
の
結
果
】

１
区　

井
坂
信
彦
（
立
・
前
）

９
１
７
９
７
票
／
当
選

４
区　

今
泉
真
緒
（
立
・
新
）

６
１
７
２
２
票
／
２
位

５
区　

田
村
直
也
（
立
・
新
）

５
９
６
７
０
票
／
２
位

６
区　

桜
井　

周
（
立
・
前
）

７
９
０
６
１
票
／
当
選

７
区　

岡
田　

悟
（
立
・
新
）

６
１
０
０
７
票
／
３
位

　
　
　
　

比
例
で
当
選

８
区　

小
村　

潤
（
共
・
新
）

　
　

２
６
８
７
３
票
／
３
位

９
区　

橋
下
慧
悟
（
立
・
新
）

　
　

７
０
７
３
８
票
／
２
位

比
例
で
当
選

10
区　

隠
樹
圭
子
（
立
・
新
）

　
　

４
１
４
３
５
票
／
２
位

【党派別当選者数】

当選者数 小選挙区 比例区 公示前

自民 １９１ １３２ ５９ ２４７

立憲 １４８ １０４ ４４ 　９８

維新 　３８ 　２３ １５ 　４４

国民 　２８ 　１１ １７ 　　７

公明 　２４ 　　４ ２０ 　３２

れいわ 　　９ 　　０ 　９ 　　３

共産 　　８ 　　１ 　７ 　１０

参政 　　３ 　　０ 　３ 　　１

保守 　　３ 　　１ 　２ 　　０

社民 　　１ 　　１ 　０ 　　１

無所属 　１２ 　１２ ― 　２２

与党系 　　６ 　　６ ― 　１６

野党系 　　６ 　　６ ― 　　６

その他 　　０ 　　０ ― 　　０

　計 ４６５ ２８９ １７６ ４６５

※「公示前」の無所属には、自民の「裏金問題」に

関与した前職を含む

い
県
政
、
知
恵
を
出
し
合
い

地
域
と
共
に
あ
る
県
政
、
そ

し
て
財
政
を
含
め
た
抜
本
的

な
改
革
で
、
未
来
へ
の
責
任

を
果
た
す
県
政
だ
。
一
緒
に

切
り
拓
い
て
い
き
た
い
」。10.29

現
を
目
指
す
」
と
述
べ
、
①

知
事
や
副
知
事
、
議
員
も
対

象
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条

例
の
制
定
、
②
子
育
て
支
援

交
付
金
（
仮
称
）
の
創
設
、

③
児
童
相
談
所
の
機
能
強
化
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
支
援
な
ど

福
祉
の
充
実
、
④
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
の
構
築
な
ど
、

10
分
間
に
わ
た
っ
て
重
点
政

策
を
発
表
し
た
。 

集
会
は
、
上
原
康
夫
弁
護

士
や
小
西
達
也
医
師
ら
９
氏

が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
勝

手
連
的
に
開
か
れ
た
も
の
で
、

呼
び
か
け
人
を
代
表
し
て
あ

わ
は
ら
富
夫
神
戸
市
議
は
、

「
前
知
事
の
再
選
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
。
力
を
合
わ
せ

て
県
政
史
上
初
の
女
性
知
事

の
実
現
を
」
と
訴
え
た
。
ま

た
、
確
認
団
体
と
な
る
「
と

も
に
つ
く
る
兵
庫
未
来
の
会
」

の
石
井
登
志
郎
事
務
総
長

（
西
宮
市
長
）
や
都
築
徳
昭

尼
崎
市
議
か
ら
混
戦
状
態
の

選
挙
情
勢
の
報
告
が
あ
り
、

支
援
行
動
を
強
め
る
よ
う
呼

び
か
け
が
さ
れ
た
。

こ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、

部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連
や

県
退
職
者
会
の
代
表
を
は
じ

め
市
民
運
動
グ
ル
ー
プ
な
ど

か
ら
応
援
の
エ
ー
ル
が
お
く

ら
れ
た
。　
　
　

 

（
鍋
島
）
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第１回期日後の報告集会で発言する初田竹重さんの
父の毅さん＝10月23日、神戸市中央区

総がかり行動兵庫
１２・３に憲法集会

　

明
石
市
魚
住
町
の
精
神
科

病
院
「
明
石
土
山
病
院
」
に

入
院
し
て
い
た
初
田
竹
重
さ

ん
＝
当
時
（
50
）
の
死
亡
は
、

長
期
間
の
隔
離
と
病
院
側
の

不
注
意
が
原
因
だ
と
し
て
、

加
西
市
の
両
親
が
８
月
26
日
、

病
院
を
運
営
す
る
医
療
法
人

社
団
正
仁
会
を
相
手
取
り
、

約
５
７
０
０
万
円
の
損
害
賠

償
を
求
め
て
神
戸
地
裁
に
提

訴
し
た
。

　

提
訴
後
に
会
見
し
た
父
の

毅
さ
ん
（
81
）
は
、「
長
期
の

隔
離
は
正
当
な
医
療
を
受
け

る
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
。

二
度
と
息
子
と
同
じ
よ
う
な

人
が
出
て
ほ
し
く
な
い
」
と

訴
え
た
。

　

竹
重
さ
ん
は
統
合
失
調
症

で
２
０
１
９
年
５
月
に
医
療

保
護
入
院
、
翌
６
月
に
隔
離

が
始
ま
り
、
２
年
後
の
２
０

２
１
年
４
月
14
日
、
隔
離
室

内
で
朝
食
の
パ
ン
を
喉
に
詰

ま
ら
せ
窒
息
死
し
た
。
３
畳

ほ
ど
の
隔
離
室
は
外
か
ら
鍵

が
か
け
ら
れ
、
亡
く
な
る
前

の
１
２
８
日
間
は
終
日
隔
離

さ
れ
て
い
た
。
本
人
も
、
両

親
も
、
隔
離
室
か
ら
出
し
て

ほ
し
い
と
再
三
求
め
て
い
た

と
い
う
。

　

こ
う
し
た
中
、
提
訴
し
た

両
親
を
支
え
て
い
く
た
め
、

加
西
市
内
の
精
神
保
健
福
祉

関
係
者
ら
が
原
告
を
支
援
す

る
団
体
「
初
田
竹
重
さ
ん
の

人
権
回
復
を
求
め
る
会
」
を

９
月
14
日
に
設
立
、
10
月
６

日
、
加
西
市
内
で
第
１
回
集

会
が
開
か
れ
た
。
支
援
団
体

精神科病院の長期隔離で死亡
両親が病院側を提訴

総
選
挙
は
、
自
公
が
過
半
数
を
割
る
結
果
と
な
っ

た
。
自
民
党
は
裏
金
議
員
の
一
部
を
非
公
認
と
す
る

な
ど
、
選
挙
で
不
利
益
に
繋
が
る
懲
罰
的
措
置
を
取

っ
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
こ
っ
そ
り
１
人
２
千
万
円

の
活
動
費
を
配
る
等
、
公
認
議
員
と
同
じ
扱
い
を
し

た
。
そ
れ
が
有
権
者
の
「
今
度
ば
か
り
は
お
灸
を
す

え
る
」
選
択
で
あ
り
、
公
明
党
も
し
か
り
、
で
あ
る
。

与
党
の
過
半
数
割
れ
は
、
従
来
は
投
票
率
の
高
ま

り
と
共
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
は
、
戦
後
３
番

目
に
低
い
投
票
率
（
53
・
85
％
）
下
で
起
き
た
。
２

人
に
１
人
が
「
ど
う
せ
変
わ
ら
な
い
」
と
、
冷
や
や

か
に
背
を
向
け
た
ま
ま
だ
。

立
憲
民
主
党
は
、
小
選
挙
区
で
は
、
自
民
対
立
憲

の
一
騎
打
ち
の
構
図
で
優
勢
に
な
り
、
比
例
重
複
に

よ
る
議
席
獲
得
も
含
め
、
議
席
を
伸
ば
し
た
が
、
比

例
票
に
お
け
る
立
憲
票
は
わ
ず
か
に
７
万
票
増
に
す

ぎ
ず
、
立
憲
民
主
党
と
い
う
政
党
へ
の
支
持
が
増
え

た
の
で
は
な
い
。
比
例
票
で
自
公
は
そ
れ
ぞ
れ
５
３

３
万
、
１
１
５
万
の
計
６
４

８
万
票
を
減
ら
し
た
。
そ
の

票
の
行
方
は
、
安
全
保
障
政

策
で
よ
り
踏
み
込
ん
で
憲
法

改
悪
を
方
針
化
し
て
い
る
国

民
民
主
党
３
５
７
万
増
、
参

政
党
１
８
７
万
、
保
守
党
１

１
４
万
の
計
６
５
８
万
票
に

重
な
る
。
維
新
は
、
党
内
の

ゴ
タ
ゴ
タ
も
垣
間
見
え
て
、

大
阪
で
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
味
方
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
て
も
「
身
を
切
る
改
革
」
を
叫
ぶ
だ
け
の
政
策

は
全
国
に
は
通
用
せ
ず
、
２
９
６
万
票
減
ら
し
た
。

憲
法
改
悪
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
き
議
席
は
、
共
産

党
が
２
減
の
８
議
席
（
比
例
80
万
票
減
）、
社
民
党
は

１
議
席
死
守
（
比
例
８
万
票
減
）
で
あ
る
。

立
憲
民
主
党
の
議
席
が
確
実
に
護
憲
な
ら
、
改
憲

手
続
き
に
至
る
３
分
の
２
を
阻
止
で
き
る
。
だ
が
、

憲
法
を
生
か
そ
う
と
す
る
運
動
に
関
わ
っ
て
き
た
多

く
の
人
々
の
心
配
は
、
保
守
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
政
権
交
代
を
目
指
す
と
し
た
方
針
に
よ
っ
て
議
席

を
増
や
し
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
だ
ろ
う
野
田
執
行

部
の
今
後
の
選
択
だ
。
選
挙
結
果
を
、
長
期
一
強
政

権
が
招
い
た
腐
敗
政
治
は
許
せ
な
い
が
、
政
策
的
に

大
き
な
違
い
が
な
い
保
守
的
政
治
を
有
権
者
は
選
択

し
て
い
る
と
受
け
止
め
る
な
ら
、
す
で
に
戦
争
準
備

の
具
体
的
法
案
に
賛
成
し
て
き
た
立
憲
民
主
党
は
、

ま
す
ま
す
軍
需
産
業
の
発
展
を
支
え
る
役
割
を
担
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。「
戦
争
法
反
対
」
か
ら
始
ま
っ

た
立
憲
野
党
共
闘
は
、
今
日
で
は
目
指
す
政
権
交
代

の
内
容
が
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
今
次
総
選
挙

が
、
そ
の
明
確
な
分
岐
点
に
な
る
可
能
性
を
持
っ
て

い
る
。

小
選
挙
区
制
度
は
、「
金
権
政
治
を
無
く
す
た
め
の

政
党
主
体
の
選
挙
制
度
、
政
権
交
代
で
政
治
に
緊
張

感
を
生
む
」
と
宣
伝
さ
れ
た
が
、
そ
ん
な
き
れ
い
ご

と
で
は
な
い
。
保
守
２
大
政
党
政
治
を
日
本
で
実
現

さ
せ
、
憲
法
改
悪
を
強
力
に
進
め
る
た
め
に
は
小
選

挙
区
制
度
導
入
し
か
な
い
と
、
財
界
と
保
守
政
治
が

一
丸
に
な
っ
て
進
め
た
「
政
治
改
革
」
が
、
30
年
の

時
を
経
て
、
改
憲
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
言
え
ば
、

言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
政
治
へ
の
意
思
表
示
を
、
何
故

２
人
に
１
人
が
捨
て
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
生
活
に
問

題
が
な
い
か
ら
と
考
え
て
い
る
人
は
、
恐
ら
く
一
握

り
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
納
税
し
た
金

の
使
い
道
は
、
政
権
が
何
を
大
切
に
し
て
い
る
か
を

可
視
化
す
る
「
予
算
」
で
問
わ
れ
る
。
裏
金
作
り
に

励
む
議
員
や
政
党
に
は
、
わ
れ
わ
れ
庶
民
の
暮
ら
し

が
目
に
入
っ
て
い
な
い
か
ら
、
彼
ら
が
編
成
す
る
予

算
は
、
労
働
者
を
人
と
し
て
大
切
に
す
る
雇
用
環
境
、

労
働
環
境
の
改
善
が
な
い
。
１
人
の
人
間
が
こ
の
社

会
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

保
障
費
は
削
減
の
対
象
だ
。

教
育
は
「
言
わ
れ
た
こ
と
に
従
う
人
間
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
に
、
均
一
化
、
多
様
性
排
除
が
懸
念

さ
れ
る
。
今
や
教
育
現
場
は
ブ
ラ
ッ
ク
と
言
わ
れ
、

教
員
が
心
身
を
病
み
、
早
期
退
職
に
追
い
や
ら
れ
て

い
る
事
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
70
歳
を
超
え
た
再

任
用
、
再
再
任
用
の
教
員
が
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合

い
、
教
頭
や
校
長
が
担
任
を
し
て
い
る
。
そ
れ
が
豊

か
な
教
育
国
家
だ
ろ
う
か
。
大
学
で
は
有
期
雇
用
の

職
員
が
、
研
究
に
没
頭
で
き
る
よ
う
な
生
活
費
を
得

る
こ
と
も
で
き
ず
、
研
究
者
の
道
を
諦
め
る
人
も
少

な
く
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
５
年
間
で
43
兆
円
を
超
え
る
軍
事

費
拡
大
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
。
社
会
保
障
や
教
育

費
用
を
増
や
せ
と
要
求
す
れ
ば
財
源
が
問
わ
れ
る
が
、

毎
年
８
兆
円
か
ら
９
兆
円
の
防
衛
予
算
の
財
源
は
説

明
が
な
い
。
一
強
政
治
の
長
期
化
は
、
議
会
か
ら
ま

と
も
な
論
争
を
無
く
し
た
。
民
主
主
義
が
機
能
不
全

に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
に
戦
時
体
制
だ
。

来
年
の
参
議
院
選
挙
は
、
憲
法
を
生
か
し
き
る
こ

と
こ
そ
が
平
和
に
つ
な
が
る
と
主
張
す
る
議
席
を
、

何
と
し
て
も
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
改
憲
を

許
さ
な
い
議
席
と
市
民
や
労
働
者
が
議
会
の
内
外
で

連
携
で
き
る
よ
う
、
運
動
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
新
社
会
党
は
か
い
正
康
参
議
院
選
比
例
予
定

候
補
を
先
頭
に
た
た
か
う
。
あ
き
ら
め
て
な
ん
か
い

ら
れ
な
い
。
戦
争
に
踏
み
込
む
時
代
を
作
っ
て
は
な

ら
な
い
。

岡
﨑
宏
美
（
新
社
会
党
中
央
執
行
委
員
長
）

問
わ
れ
る
立
憲
民
主
党
の
進
路

戦
争
と
改
憲
許
さ
な
い
勢
力
を

支援に「初田竹重さんの人権回復を求める会」発足

は
裁
判
を
通
じ
て
精
神
医
療

の
改
善
を
訴
え
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

裁
判
は
10
月
23
日
、
第
１

回
期
日
が
神
戸
地
裁
で
開
か

れ
、
母
の
三
千
子
さ
ん
が
意

見
陳
述
し
た
。
当
日
は
傍
聴

と
そ
の
後
の
報
告
集
会
に
支

援
者
ら
約
50
人
が
参
加
し
た
。

会
で
は
支
援
を
広
げ
る
た
め

に
会
員
を
募
っ
て
い
る
。

　

第
２
回
期
日
は
12
月
17
日
、

リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
（
傍

聴
は
な
し
）。　
　

（
戸
田
）

戦
争
さ
せ
な
い
、
９
条
壊
す
な
！
総
が
か

り
行
動
兵
庫
県
実
行
委
員
会
は
、
今
年
の
秋

の
兵
庫
憲
法
集
会
を
12
月
３
日
に
開
催
す
る

（
開
催
要
項
は
別
記
）。

自
衛
隊
創
設
か
ら
70
年
、
い
ま
「
安
保
関

連
３
文
書
」
の
も
と
、
自
衛
隊
の
南
西
諸
島

へ
の
配
備
が
進
め
ら
れ
、
日
本
列
島
全
体
で

自
衛
隊
の
基
地
強
化
に
莫
大
な
予
算
が
投
じ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
自
衛
隊
の
今
の
動
向
を
、

吉
田
維
一
弁
護
士
が
明
ら
か
に
す
る
。

改
憲
の
動
き
を
ウ
ォッ
チ
ン
グ

■
改
憲
勢
力
「
３
分
の
２
」

に
届
か
ず　

現
状
で
の
国
会

発
議
は
不
可
能
に

　

10
月
27
日
投
開
票
の
総
選

挙
で
改
憲
勢
力
（
自
民
党
、

公
明
党
、
日
本
維
新
の
会
、

国
民
民
主
党
、
参
政
党
、
日

本
保
守
党
）
が
獲
得
し
た
議

席
数
は
２
８
７
で
改
憲
発
議

に
必
要
な
３
分
の
２
（
３
１

０
）
に
届
か
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
立
憲
野
党
は
１
６

６
議
席
で
３
分
の
１
を
獲
得
。

　

改
憲
勢
力
は
無
所
属
の
改

憲
派
議
員
を
含
め
て
も
３
分

の
２
を
下
回
る
こ
と
か
ら
、

現
状
の
ま
ま
で
は
改
憲
発
議

は
不
可
能
と
な
っ
た
。

　

石
破
首
相
は
、
在
任
中
の

発
議
を
目
標
に
す
る
も
の
の
、

大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ

た
こ
と
に
な
る
。

■
総
選
挙
の
結
果　

自
公
惨

敗　

傲
慢
な
自
民
「
1
強
政

治
」
に
終
わ
り
を
告
げ
る 

　

裏
金
問
題
に
象
徴
さ
れ
る

金
権
腐
敗
政
治
へ
の
厳
し
い

審
判
が
下
さ
れ
た
。
自
民
党

と
公
明
党
の
与
党
は
15
年
ぶ

り
に
過
半
数
を
割
り
込
み
惨

敗
し
た
。

　

裏
金
政
治
へ
の
国
民
の
不

信
と
怒
り
が
い
か
に
大
き
か

っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
国
民
の
怒
り
の
元
に

は
、
物
価
高
に
苦
し
む
国
民

の
生
活
、
自
民
議
員
の
統
一

教
会
と
の
根
深
い
関
係
、
５

年
間
で
防
衛
費
43
兆
円
の
大

軍
拡
な
ど
、
暮
ら
し
と
平
和

を
破
壊
す
る
自
公
政
治
に
見

切
り
を
つ
け
た
い
と
い
う
国

民
の
強
い
願
い
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。
安
倍
政
権
か
ら
岸
田

政
権
ま
で
の
自
公
政
権
に
厳

し
い
審
判
を
下
し
た
と
も
い

え
る
。

　

今
回
の
結
果
、
自
民
党
が

数
の
力
で
、
国
会
を
無
視
し
、

ご
り
押
し
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
。
安
倍
政
権
以

来
の
自
民
党
の
傲
慢
な
「
１

強
政
治
」
に
対
す
る
審
判
で

あ
る
。　
　

　

躍
進
し
た
立
憲
民
主
党
、

立
憲
野
党
の
責
任
は
い
よ
い

よ
重
く
な
っ
た
。

　

前
号
の
小
覧
で
10
月
１
日

に
発
足
し
た
石
破
内
閣
の
性

格
に
触
れ
た
。

　

石
破
氏
の
改
憲
や
安
全
保

障
に
関
連
す
る
主
張
に
触
れ

な
が
ら
、
戦
争
す
る
国
づ
く

り
で
「
安
倍
・
岸
田
政
権
を

超
え
る
危
険
性
」
と
書
き
、

総
選
挙
の
真
っ
最
中
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
石
破
・
自
公
政

権
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
よ
う

と
呼
び
か
け
た
。

　

総
選
挙
の
結
果
は
、
上
述

の
と
お
り
だ
が
、
朝
日
の
社

説
（
28
日
付
号
）
は
、「
国
民

が
不
信
任
を
つ
き
つ
け
た
」

「
石
破
首
相
は
職
を
辞
す
の

が
筋
だ
」
と
断
じ
て
い
る
。

　

共
同
通
信
社
が
10
月
28
、

29
日
に
実
施
し
た
世
論
調
査

に
よ
る
と
石
破
内
閣
の
支
持

率
は
32
・
１
％
で
、
内
閣
発

足
時
の
調
査
か
ら
18
・
６
ポ

イ
ン
ト
も
下
落
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
公
連
立
政
権
の
継

続
を
望
ま
な
い
が
53
・
０
％

だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
石
破
首
相
は
、

28
日
の
記
者
会
見
で
「
国
政

は
一
時
た
り
と
も
停
滞
が
許

さ
れ
な
い
。
国
民
の
ご
批
判

に
き
ち
ん
と
、
厳
粛
に
、
適

切
に
お
答
え
し
な
が
ら
、
現

下
の
厳
し
い
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
、
国
民
生
活
を
守

る
、
日
本
国
を
守
る
こ
と
で

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
た

い
」
と
引
き
続
き
政
権
を
担

う
意
欲
を
表
明
し
た
（
東
京
）。

　

自
公
は
、
惨
敗
の
反
省
も

な
く
早
々
と
連
立
政
権
の
維

持
を
確
認
し
、
国
会
で
は
今
、

新
し
い
政
権
の
枠
組
み
を
め

ぐ
っ
て
、
各
政
党
の
熾
烈
な

駆
け
引
き
が
始
ま
っ
て
い
る

（
10
月
31
日
記
）。 

　

総
選
挙
で
改
憲
発
議
が
不

可
能
な
政
治
状
況
が
出
現
し

た
。
改
憲
・「
戦
争
す
る
国
づ

く
り
」
阻
止
の
た
た
か
い
に

さ
ら
に
邁
進
し
ょ
う
。（
中
）
　

戦争させない、９条壊すな！
１２・３兵庫憲法集会

●12月3日（火）18：30～
●長田区文化センター・大会議室
●講演「自衛隊で今何が起きてい
　るか、何をしているか」
　講師：吉田維一弁護士
●参加費500円

市
民
と
野
党
の
長
田
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
講
演
会

「
戦
争
で
は
な
く
平
和
の
準
備
を
」

青
井
美
帆
・
学
習
院
大
学
大
学
院
教
授

•

11
月
24
日
（
日
）
14
時

•

長
田
区
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

資料代
700円（　　　）

と
め
よ
う
！
原
発
依
存
社
会
へ
の
暴
走

関
電
包
囲
大
集
会

•

12
月
８
日
（
日
）
13
時•

関
西
電
力
本
店
前

※

集
会
後
、
大
阪
駅
ま
で
デ
モ
（
16
時
す
ぎ
解
散
）

た
だ
い
ち

新社会兵庫655_02.ai



牛鍋丼の具　ハンバーグ
（賞味期限90日　冷凍）

米沢牛味わいセット
5,400円 

米沢牛味わいセット
5,400円 

こだわり山形県産豚セット
3,240円

こだわり山形県産豚セット
3,240円

ガーリック味のトンテキ　酒粕仕立
ての西京漬け　特製豚もつ煮込み  
（賞味期限90日 冷凍）

カルパスセット
4,320円 

カルパスセット
4,320円 

4種類のカルパスセット　　
特製豚角煮

（賞味期限120日　常温）

号　外（3）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、ガ
ザ
の
戦
争
を
テ
ー
マ
に

西
谷
文
和
さ
ん
の
講
演
会
開
く

憲
法
を
生
か
す
会・西
神
戸
連
絡
会

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
西
谷

文
和
さ
ん
の
講
演
会
が
、
憲

法
を
生
か
す
会
・
西
神
戸
連

絡
会
の
主
催
で
10
月
20
日
、

長
田
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
80
人
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
が
つ
け
た
講
演
の

タ
イ
ト
ル
が
「
21
世
紀
の
今
、

な
ぜ
戦
争
か
？　

西
谷
文
和

が
見
た　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ

ザ
そ
し
て
日
本
」。

　

西
谷
さ
ん
は
、
前
の
週
に

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ヨ
ル
ダ
ン
川

西
岸
地
区
を
現
地
取
材
し
た

ば
か
り
だ
っ
た
。
取
材
映
像

の
整
理
中
と
の
こ
と
で
、
映

像
は
生
々
し
い
。
そ
し
て
、

迫
力
一
杯
。
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
参
加
者
を
引
き
つ

け
た
。

　

西
谷
さ
ん
の
現
地
取
材
は

基
本
的
に
単
身
で
、
現
地
の

通
訳
と
行
動
し
て
い
る
。
そ

の
身
軽
さ
も
あ
っ
て
、
日
本

の
大
手
メ
デ
ィ
ア
記
者
が
訪

れ
な
い
地
域
に
足
を
踏
み
入

れ
て
い
る
。
今
回
も
、
西
岸

地
区
の
悲
惨
な
実
態
が
映
像

で
紹
介
さ
れ
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
活
躍

し
、
現
地
で
銃
弾
に
倒
れ
た

後
も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
中
村

哲
さ
ん
と
西
谷
さ
ん
は
交
流

が
あ
っ
た
。
タ
リ
バ
ン
政
権

に
な
っ
て
も
引
き
継
が
れ
て

い
る
事
業
に
触
れ
、「
平
和
を

築
く
の
は
武
力
で
は
な
い
」

こ
と
を
実
践
で
示
し
た
活
動

を
紹
介
し
た
。

　

そ
し
て
、「
戦
争
は
利
権
争

い
で
あ
り
、
万
博
も
同
じ
だ
」

と
話
題
を
万
博
問
題
に
転
換
。

万
博
も
、
カ
ジ
ノ
も
、
ま
だ

中
止
は
可
能
だ
と
訴
え
た
。

　

西
谷
さ
ん
は
、「『
Ａ
か
Ｂ

か
』
で
対
立
す
る
の
で
は
な

く
『
Ｃ
』
と
い
う
解
決
策
が

あ
る
は
ず
だ
。
と
く
に
戦
争

　

第
27
回
働
く
女
性
の
交
流

集
会
が
10
月
26
日
、
神
戸
市

内
で
開
か
れ
、
職
場
報
告
や

講
演
が
行
わ
れ
た
。　

　

臨
職
評
か
ら
は
、
勤
勉
手

当
が
正
規
職
員
と
同
じ
支
給

率
に
な
っ
た
成
果
の
一
方
、

規
71
％
・
非
正
規
29
％
と
な

っ
て
い
る
と
指
摘
。

　

公
務
員
は
労
働
法
が
最
小

限
で
、
労
働
組
合
も
弱
く
な

っ
て
い
る
中
で
、
非
正
規
職

員
は
職
務
に
関
係
な
く
低
賃

金
が
当
然
視
さ
れ
て
い
る
が
、

労
働
者
同
士
が
対
立
・
反
目

し
て
い
て
は
こ
の
状
況
は
変

わ
ら
ず
、
こ
の
状
況
を
変
え

る
推
進
力
と
し
て
、「
職
務
」

と
「
賃
金
」
を
数
値
化
す
る

こ
と
と
労
働
組
合
の
力
が
あ

げ
ら
れ
た
。

　

「
職
務
評
価
」
に
つ
い
て
、

職
務
の
価
値
を
明
確
に
す
る

住
民
へ
の
公
平
な
機
会
の
保

障
の
た
め
と
、
毎
年
、
公
募

と
試
験
が
さ
れ
、
経
験
や
熟

練
は
考
慮
さ
れ
な
い
実
情
や

病
気
休
暇
や
短
期
介
護
休
暇

の
無
給
が
続
い
て
い
る
実
態

が
報
告
さ
れ
た
。

　

社
保
労
連
か
ら
は
、
労
働

組
合
を
身
近
な
も
の
に
と
、

組
合
員
同
士
の
交
流
や
Ｂ
Ｂ

Ｑ
交
流
会
、
子
育
て
中
の
組

合
員
向
け
の
マ
マ
パ
パ
交
流

会
な
ど
の
企
画
の
工
夫
が
報

告
さ
れ
た
。

　

講
演
は
禿
あ
や
美
さ
ん

（
埼
玉
大
学
）
で
、「
な
ぜ
雇

用
形
態
に
よ
る
処
遇
の
格
差

は
つ
く
ら
れ
た
の
か

―
ジ

ェ
ン
ダ
ー
視
角
か
ら
見
る
」

が
テ
ー
マ
。
雇
用
・
労
働
の

場
で
は
こ
の
30
年
の
間
に
、

女
性
労
働
者
の
非
正
規
化
を

中
心
と
し
て
人
件
費
の
削
減
、

非
正
規
化
が
進
ん
で
い
る
と

述
べ
、
自
治
体
で
見
れ
ば
、

94
年
に
は
正
規
93
％
・
非
正

規
７
％
か
ら
、
20
年
に
は
正

西谷さんの講演は万博問題にも及び、今なら
まだ万博もカジノも中止は可能だと訴えた＝
10月20日、神戸市・長田区文化センター

非正規問題等で講演と交流

第27回働く女性の交流集会
禿あや美さん（埼玉大学）が講演

豊
岡
を
起
点
に
、
西
は
浜

坂
、
南
は
丹
波
篠
山
市
か
ら

10
単
組
、
25
人
（
ユ
ニ
オ
ン

11
人
、
臨
職
評
14
人
）
が
参

加
し
て
、
10
月
27
日
午
後
、

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
自
治
労

但
馬
・
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
臨
職

評
と
但
馬
、
た
ん
ば
両
ユ
ニ

オ
ン
で
「
但
馬
パ
ー
ト
集
会
」

を
開
催
し
た
。

こ
の
交
流
集
会
を
、
但
馬

ユ
ニ
オ
ン
と
し

て
開
催
し
て
い

く
契
機
と
な
っ

た
理
由
は
２
つ
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
２
０
２
１
年

に
労
基
法
も
労
組
法
も
適
用

さ
れ
な
い
「
会
計
年
度
任
用

職
員
」
と
い
う
欠
陥
制
度
の

「
壁
」
を
経
験
し
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
闘
い
の
総
括
の

ひ
と
つ
は
、「
県
ネ
ッ
ト
に
結

集
す
る
仲
間
と
の
交
流
を
地

域
で
追
求
す
る
」
と
し
て
い

る
。も

う
ひ
と
つ
は
、
昨
年
の

「
最
賃
引
き
上
げ
」
の
ビ
ラ

配
布
で
豊
岡
臨
職
評
の
仲
間

と
共
に
行
動
し
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
行
動
の
感
想

と
し
て
、
臨
職
評
の
仲
間
か

ら
「
但
馬
の
地
で
同
じ
方
向

に
向
か
っ
て
運
動
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
、

私
た
ち
自
身
の
ユ
ニ
オ
ン
運

動
の
弱
さ
を
反
省
し
て
き
た

と
こ
ろ
だ
。

交
流
集
会
は
、
但
馬
、
た

ん
ば
ユ
ニ
オ
ン
の
活
動
報
告

と
ユ
ニ
オ
ン
の
参
加
者
の
自

己
紹
介
か
ら
始
め
、
続
い
て
、

臨
職
評
か
ら
は
各
単
組
の
活

動
報
告
を
受
け
た
。

そ
の
中
で
、
各
市
町
に
よ

っ
て
「
労
働
条
件
が
違
う
」

と
か
「
人
事
評
価
が
あ
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
、

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、

職
場
環
境
を
一
緒
に
改
善
し

よ
う
と
か
、
損
を
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
『
組
合
加
入
』

を
勧
め
て
も
、「
組
合
費
が
い

る
」
と
か
、「
加
入
し
て
い
な

く
て
も
恩
恵
は
受
け
ら
れ
る
」

な
ど
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で

も
組
織
拡
大
に
向
け
て
『
臨

職
評
通
信
』
を
組
合
員
で
な

い
人
に
も
配
布
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

但
馬
ユ
ニ
オ
ン
が
抱
え
る

共
通
の
課
題
も

多
く
出
さ
れ
、

予
定
の
時
間
で

は
足
り
な
く
な
っ
た
。

そ
の
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た

後
、
但
馬
ユ
ニ
オ
ン
の
加
芝

委
員
長
の
集
会
集
約
で
「
各

単
組
の
今
後
の
活
躍
と
交
流

の
継
続
」
を
確
認
し
て
閉
会

し
た
。

こ
の
交
流
集
会
を
象
徴
す

る
印
象
的
な
発
言
と
し
て
、

但
馬
ユ
ニ
オ
ン
の
元
委
員
長

が
会
場
に
入
っ
て
く
る
な
り
、

参
加
者
の
数
を
見
て
あ
げ
た

「
え
っ
」と
い
う
驚
き
の
声
や
、

「
ユ
ニ
オ
ン
の
取
り
組
み
で

こ
ん
な
に
多
く
集
ま
っ
た
の

は
初
め
て
」
と
い
う
自
己
紹

介
で
の
発
言
は
紹
介
し
て
お

き
た
い
。

岡
田
一
雄
（
但
馬
ユ
ニ
オ

ン
書
記
長
）

あちこち
あれこれ

あちこち
あれこれ

地域ユニ
オン

あちこち
あれこれ

○442

楽
し
く
交
流
し
、
絆
を
深
め
る
第
一歩
を
築
く

も
の
さ
し
と
目
盛
り
が
必
要

だ
と
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
。

東
京
で
の
調
査
で
は
、
職
務

評
価
は
正
規
１
０
０
に
対
し
、

嘱
託
職
員
88
で
、
賃
金
比
率

は
58
。
臨
時
職
員
（
会
計
年

度
職
員
）
は
63
・
５
で
、
賃

金
は
31
。
か
な
り
の
引
き
上

げ
が
必
要
だ
。

　

正
規
職
員
の
働
き
す
ぎ
と

非
正
規
職
員
の
不
安
定
、
低

賃
金
の
是
正
に
は
、
同
時
に

交
渉
・
条
件
向
上
の
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
り
、
労
働
組

合
の
力
が
重
要
な
こ
と
が
提

起
さ
れ
た
。　
　

 

（
小
城
）

講演では職務の価値を明確にするものさしと
目盛りの必要性と労働組合の力の重要性が強
調された＝10月26日、神戸市中央区

　　３L・５肩（1.3㎏）

　　　13,000円

上すきポーション３L（1.0㎏）

　　　　　　　　　　　　11,000円

2024年ぴぃぷる年末商品ご案内

（有）ぴぃぷる
電話/ファックス　078（531）0135

●その他、例年通りの商品もご用意しています。宅配料など詳細はチラシをご覧ください。

●お申込み締め切りは、12月5日（木）正午です。お早目のご注文お願いします。

カニすきセット（宅配便のみ）
（専用出汁付き）

短い秋から年末へ。続く物価高にため息の多かった１年も締め括りの季節を迎えています。今年の年末商品には、新しく米沢食肉公社製のギフトセ
ットが仲間入り。お試しください。カニは高騰が続き、取扱量も限定的ですが、やっぱりカニだとのお声に応えてご用意しました。　

米沢食肉公社のギフトセット3種（宅配便のみ）

を
起
こ
さ
せ
る
の
は
、
中
間

層
の
無
関
心
だ
」
と
指
摘
し
、

紛
争
の
解
決
に
は
「
日
本
国

憲
法
第
９
条
の
輸
出
だ
」
と

訴
え
、
講
演
を
終
え
た
。

（
佐
野
修
吉
）

か
む
ろ

新社会兵庫655_03.ai

23121801スガ→121901スガ→121903スガ→
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だ
。
架
は
真
実
の
両
親
、
友

人
、
同
僚
や
過
去
の
恋
人
た

ち
を
訪
ね
、
居
場
所
を
探
し

て
い
く
。
そ
の
行
動
で
、
架

に
と
っ
て
は
知
り
た
く
は
な

か
っ
た
真
実
の
過
去
と
ウ
ソ

を
知
る
こ
と
に
な
る
。

ラ
ス
ト
、
ふ
た
り
の
結
末

は
劇
場
で
観
て
ほ
し
い
。
タ

イ
ト
ル
の
「
傲
慢
と
善
良
」

か
ら
予
想
し
て
い
た
の
と
は

違
い
、
ミ
ス
テ
リ
ー
仕
立
て

で
若
い
男
女
の
恋
愛
を
描
い

た
ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
と
な

っ
て
い
て
面
白
か
っ
た
。

注
目
し
た
い
の
が
、
な
と

り
作
詞
・
作
曲
の
主
題
歌

「
糸
電
話
」。
本
作
に
合
っ
て

い
て
良
か
っ
た
。

（
シ
ネ
マ
翁
）

監
督
＝
萩
原
健
太
郎
／
２

０
２
４
年
／
日
本
／
１
１

９
分

ミ
ス
テ
リ
ー
仕
立
て
の
ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー

傲
慢
と
善
良

「慰安婦」への真の謝罪とは

原
作
は
、
「
か
が
み
の
孤

城
」「
ハ
ケ
ン
ア
ニ
メ
！
」
な

ど
の
ヒ
ッ
ト
作
品
が
多
く
あ

る
辻
村
深
月
氏
で
あ
り
、
本

作
は
１
０
０
万
部
を
超
す
売

り
上
げ
と
な
っ
て
い
る
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
小
説
の
映
画
化
で

あ
る
。

監
督
は
、「
ブ
ル
ー
ピ
リ
オ

ド
」（
２
０
２
４
年
公
開
）
な

ど
が
あ
る
萩
原
健
太
郎
氏
が

務
め
、
脚
本
は
、
映
画
「
手

紙
」（
２
０
０
７
年
）、「
ホ
テ

ル
ロ
ー
ヤ
ル
」
（
２
０
２
０

年
）
な
ど
の
清
水
友
佳
子
氏
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
こ
う
だ
。

仕
事
も
恋
愛
も
順
調
に
過
ご

し
て
き
た
男
、
西
澤
架
（
藤

ケ
谷
太
輔
）
で
は
あ
っ
た
が
、

長
年
つ
き
合
っ
た
彼
女
に
は

フ
ラ
れ
て
し
ま
い
、
マ
ッ
チ

ン
グ
ア
プ
リ
で
の
「
婚
活
」

を
始
め
る
も
、
何
人
も
の
女

性
と
は
会
う
の
だ
が
、
一
回

き
り
で
次
に
会
う
こ
と
は
叶

わ
な
い
出
会
い
を
重
ね
て
い

た
。
だ
が
、
何
度
目
か
の

「
婚
活
」
ア
プ
リ
で
出
会
う

こ
と
が
で
き
た
女
性
は
控
え

め
で
気
の
利
く
坂
庭
真
実

（
奈
緒
）。
そ
の
彼
女
と
つ
き

あ
い
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
ん
な
西
澤
だ
が
、
な
ぜ
か

彼
女
と
の
結
婚
を
１
年
も
経

っ
て
い
る
の
に
た
め
ら
っ
て

い
て
踏
み
切
れ
ず
に
い
る
。

そ
ん
な
と
き
突
然
、
真
実

か
ら
「
私
は
今
、
誰
か
分
か

ら
な
い
男
の
人
か
ら
つ
き
ま

と
わ
れ
て
い
る
の
」
と
、
ス

ト
ー
カ
ー
男
の
存
在
を
知
ら

さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

あ
る
夜
、
真
実
か
ら
「
架

く
ん
、
怖
い
の
。
助
け
て
」

と
恐
怖
に
怯
え
た
声
が
西
澤

の
ス
マ
ホ
へ
届
く
の
だ
。

「
あ
い
つ
が
家
の
中
に
い
る

み
た
い
。
ど
う
し
よ
う
。
私
、

家
に
は
帰
れ
な
い
」「
あ
い
つ

っ
て
誰
？
」
。
架
は
真
実
へ

「
真
実
ち
ゃ
ん
、
今
ど
こ
に

い
る
の
？
」「
架
く
ん
の
近
く

の
駅
か
ら
今
、
タ
ク
シ
ー
に

乗
っ
た
の
。
ご
め
ん
、
架
の

家
に
行
っ
て
も
い
い
？
」「
い

い
よ
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は

い
い
け
ど
」。
架
は
真
実
に
、

「
も
し
、
先
に
真
実
ち
ゃ
ん

が
家
に
着
い
た
ら
俺
の
家
の

前
で
タ
ク
シ
ー
を
停
め
た
ま

ま
に
し
て
乗
っ
て
て
く
れ
」。

真
実
は
「
わ
か
っ
た
。
だ
け

ど
、
だ
け
ど
、
お
願
い
。
早

く
来
て
！
」
と
悲
鳴
を
あ
げ

る
。「
助
け
て
」「
私
を
助
け

て
」。そ

の
夜
の
事
が
あ
っ
て
架

は
真
実
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
思
い
か
ら
婚
約

も
し
、
ふ
た
り
は
楽
し
く
生

活
し
て
い
た
が
、
そ
ん
な
あ

る
日
、
真
実
が
何
も
言
わ
ず

に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の

　

韓
国
の
日
本

軍
「
慰
安
婦
」

水
曜
行
動
に
連

帯
し
、
月
に
１

回
姫
路
駅
前
で

日
本
軍
「
慰
安

婦
」
を
知
ら
せ

る
ビ
ラ
ま
き
が

行
わ
れ
て
い
る
。
姫
路
労
音

の
関
係
者
２
人
が
主
催
し
て

い
て
、
か
れ
こ
れ
15
年
続
い

て
い
る
。
ビ
ラ
は
関
西
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
情
報
を
得
て

毎
回
新
し
く
作
ら
れ
る
。

　

私
は
２
０
１
５
年
の
日
韓

合
意
に
激
し
く
怒
っ
て
以

来
、
毎
回
参
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
韓
合
意
と
は
、
簡

潔
に
い
え
ば
、
安
倍
政
権
が

元
慰
安
婦
と
そ
の
支
援
者
を

黙
ら
せ
ろ
と
韓
国
政
府
に
10

億
円
渡
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
日
経
新
聞
に
、
た
か

だ
か
10
億
円
で
韓
国
政
府
に

黙
ら
す
こ
と
を
約
束
さ
せ
た

安
倍
政
権
は
よ
く
や
っ
た
と

書
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
読

み
、
私
は
心
底
怒
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
慰
安
婦
や
徴

用
工
が
話
題
に
な
ら
な
い

と
、
人
は
と
て
も
無
関
心

だ
。
そ
れ
が
ひ
と
た
び
ニ
ュ

ー
ス
に
な
る
と
、
た
ち
ま
ち

攻
撃
的
に
な
る
。
私
は
叩
か

れ
た
こ
と
や
、
持
っ
て
い
た

ビ
ラ
の
束
を
叩
き
落
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
。
言
葉
の
暴
力

も
何
回
も
受
け
た
。
近
寄
っ

て
く
る
人
が
ビ
ラ
を
取
る
た

め
か
暴
力
の
た
め
か
わ
か
ら

ず
、
身
構
え
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。
そ
し
て
、「
こ
の
活

動
す
る
の
は
韓
国
の
人
だ
か

ら
？
」
と
、
真
顔
で
尋
ね
る

人
や
、
わ
ざ
と
言
う
人
も
い

た
。

　

私
は
日
本
人
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
の
先
祖
た
ち
の
加

害
な
の
だ
か
ら
、
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
活
動
だ

と
思
う
。
た
と
え
不
都
合
な

真
実
で
も
、
歴
史
を
修
正

し
、
あ
っ
た
こ
と
を
な
か
っ

た
こ
と
に
し
て
、
ど
こ
に
矜

持
を
持
て
と
い
う
の
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
一
方
で
、
こ

の
問
題
は
日
本
対
韓
国
の
問

題
な
の
だ
ろ
う
か
と
も
思

う
。
ど
こ
の
国
で
あ
れ
、
ど

ん
な
人
で
あ
ろ
う
と
、
非
人

福
童
さ
ん
は
起
床
し
身
支
度

を
整
え
る
。
化
粧
水
を
丁
寧

に
塗
り
、
櫛
で
髪
を
撫
で
付

け
る
姿
は
、
真
冬
に
匂
う
水

仙
の
花
の
よ
う
に
、
凛
と
し

て
美
し
か
っ
た
。

　

彼
女
は
安
倍
晋
三
の
言
う

「
最
終
的
不
可
逆
的
解
決
」

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

た
。
加
害
国
の
首
相
が
過
去

を
詫
び
る
た
め
に
国
を
代
表

し
て
自
分
た
ち
に
会
い
に
来

て
く
れ
る
の
だ
と
。
そ
れ

が
、
会
い
に
く
る
ど
こ
ろ

か
、
和
解
癒
や
し
財
団
と
い

う
第
三
者
機
関
を
作
り
、
金

だ
け
与
え
る
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
金
福
童
さ
ん
は
「
許

す
準
備
は
十
分
で
き
て
い
た

の
に
。
金
な
ん
か
受
け
取
ら

な
い
」
と
泣
き
崩
れ
た
。
彼

女
に
と
っ
て
解
決
と
は
、
加

害
の
国
を
代
表
す
る
者
と
直

接
会
い
、
謝
罪
の
言
葉
を
聞

き
、
来
て
く
れ
た
こ
と
を
労

い
、
許
す
言
葉
を
か
け
、
手

を
握
り
合
う
こ
と
な
の
だ
。

慰
安
婦
問
題
が
公
に
な
っ
て

30
年
以
上
、
日
本
か
ら
国
を

代
表
し
て
誰
も
会
い
に
来
て

い
な
い
。

　

町
行
く
人
が
言
う
。「
慰
安

婦
っ
て
金
ば
っ
か
り
欲
し
が

る
人
た
ち
で
し
ょ
う
」
と
。

金
ば
か
り
欲
し
が
る
日
本
の

国
、
こ
の
日
本
の
人
た
ち
に

と
っ
て
謝
罪
と
は
、
金
を
ば

ら
撒
く
こ
と
で
し
か
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

（
大
野
恭
子
）

道
的
な
行
為
を
糾
弾
す
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
は
な
い

か
。

　

元
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
の

金
福
童
さ
ん
は
、
そ
の
後
、

人
権
活
動
家
と
し
て
活
動

し
、
慰
安
婦
問
題
の
運
動
を

代
表
し
て
き
た
人
だ
。
彼
女

は
２
０
１
９
年
に
亡
く
な
っ

た
が
、
生
前
の
様
子
が
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
と
な
っ

て
い
る
。
映
画
の
中
で
、
金

全国総計
（上段は今回、下段は前回 2021 年）

近  畿
（上は今回、下は前回）

兵庫県
（上は今回、下は前回）

自　民 得票数 14,582,690 1,837,859 532,662

132 得票率％ 26.7 20.7 22.5

59 得票数 19,914,883 2,407,699 666,068

6 得票率％ 34.7 25.7 27.4

立　憲 得票数 11,564,298 1,247,328 411,706

104 得票率％ 21.2 14.1 17.4

44 得票数 11,492,115 1,090,667 324,792

4 得票率％ 20 11.6 13.4

維　新 得票数 5,105,127 2,069,796 446,210

23 得票率％ 9.4 23.3 18.9

15 得票数 8,050,830 3,180,219 779,820

7 得票率％ 14 33.9 32.1

国　民 得票数 6,172,358 739,441 198,941

11 得票率％ 11.3 8.3 8.4

17 得票数 2,593,375 303,478 73,463

2 得票率％ 4.5 3.2 3.0

公　明 得票数 5,964,415 1,030,324 280,346

4 得票率％ 10.9 11.6 11.9

20 得票数 7,114,282 1,155,683 297,967

3 得票率％ 12.4 12.3 12.3

れいわ 得票数 3,805,060 557,899 146,780

0 得票率％ 7.0 6.3 6.2

9 得票数 2,215,648 292,483 79,532

2 得票率％ 3.9 3.1 3.3

共　産 得票数 3,362,966 649,195 141,554

1 得票率％ 6.2 7.3 6.0

7 得票数 4,166,076 736,156 151,090

2 得票率％ 7.2 7.8 6.2

参　政 得票数 1,870,347 350,211 96,491

0 得票率％ 3.4 3.9 4.1

3 得票数 ― ― ―

1 得票率％

保　守 得票数 1,145,622 288,326 78,411

1 得票率％ 2.1 3.3 3.3

2 得票数 ― ― ―

1 得票率％

社　民 得票数 934,598 99,161 31,034

1 得票率％ 1.1 1.3

0 得票数 1,018,588 100,980 28,456

0 得票率％ 1.8 1.1 1.2

※政党名枠内の上段数字は小選挙区、中段は比例区での当選者数。下段は近畿ブロックでの当選者数

党派別比例区の得票数・得票率
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